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　先代教授のカバンをもって牧場をまわるうちに、気
づくと木曽馬の保存活動に関わっていました。木曽馬
は長野県南部から岐阜県東部で古くから飼育されてき
た在来馬であり、かつては木曽の人々の生活に欠かせ
ない存在でした。しかし、戦後の生活様式の変化や機
械化が原因で、現在では約150頭を残すのみとなって
います。この馬は、木曽の気候や風土に合わせて改良
されてきた地域固有の遺伝子資源であるとともに、木
曽の歴史を反映する生きた文化財としての価値を有し
ていることから、地域の生物多様性ならびに文化多様
性に寄与する存在とされています。
　木曽馬の寿命は 25年以上あります。このような生
き物を、誰が、どのように飼育していくのか? を考え
ると、安直に「木曽馬を残すべきだ」とは言い切れま
せん。それでも、もし地域の人々がこれからも木曽馬
とともにあり続けることを希望するのならば、まず、
「人々にとって木曽馬とはどのような存在なのか、彼ら
は木曽馬をどのようにしたいと考えているのか」を知

らねばなりません。そうでなけれ
ば、理念的な正しさを、関わって
しまった人々へ一方的に押し付け
ることになってしまいます。
　環境に関する問題の多くは、単な
る自然科学的な問題ではなく、社会
問題であるといわれています。感染症を
抑えたければ、ヒトの活動を停止する必要があります。
しかし、ヒトが生きていかなければならない以上、経
済活動を止めることは困難です。このように考えると、
いわゆる科学的に正しいことであっても、総合的に判
断すると100％正解とも言い切れません。
　持続可能性をもって木曽馬の保存を進めるために
は、地域の人々とともに木曽馬をどうしていったら良
いか? を考えていく必要があります。容易ではありま
せんが、多様なステークホルダーが納得できるような、
新たな木曽馬の文脈を探っていきたいと考えています。
　（たかす まさき／岐阜大学応用生物科学部共同獣医学科・准教授）
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「木曽馬の里（木曽町）」で飼育されている木曽馬たち


